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要旨 

地域伝統舞踊の学習は指導者に直接指導であったが，近年の指導者の減少により，時間的・距離的

な制約が強まったために，映像教材を用いて独習する学習法が生まれてきた．この学習法では，時間・

場所を選ばずに学習できるが，指導者が居ないために舞踊の完成度を決める重要な要素である腰部動

作や重心の移動を認知・理解することが困難である．これらの動作において，直接指導と映像教材に

よる独習を行った者と舞踊動作を比較したところ，その傾向に大きな違いがあることがわかった．本

研究では，学習者の腰部動作と重心移動に関する問題点を明確にし，これらの動作に対し，直接指導

のように認知・理解を促がす表現手法の提案を行う．  
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Abstract 

In this paper we develop motion expression technique for understanding the waist motion 

and the movement of center of gravity. The study of the regional tradition dance was 

individual lesson. However, the number of teachers decreased recently.  Therefore, a time and 

distance restriction has become strong. The study meth od studied by self-study with a video 

teaching material has arisen. In this study method, it is possible to study free time and free 

the place. However, it is difficult to understand the waist motion and the movement of balance 

because there is no teacher. " Individual lesson" and "Self -study with a video teaching 

material" were compared.   
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１． はじめに  

従来，地域伝統舞踊は学習者が指導者の下に赴き，

直接指導による学習を行うことで，伝承を行ってき

た．この直接指導による学習は，学習者が指導者の

舞踊動作を「模倣」し，学習者が直接把握すること

の困難な動作に対し，動作の理解を促がす「指導」

を行い，学習者の習得した動作が違う場合，指導者

がその動作に対し「修正」する，という３つのプロ

セスを繰り返し行っている．しかし，多くの手間の

かかる直接指導は，近年の少子高齢化の影響による

指導者の減少に伴い，学習機会が減っているため，

指導者・学習者共に負担が大きくなり，地域伝統舞

踊の伝承を困難なものとしている． 

この問題を解決するために，ビデオや DVDなど

の映像教材[1]を用いて学習を行うケースが増えて

きたが，直接指導による学習プロセスの「模倣」の

みで学習を行わなければならないために，十分な習

得，伝承が困難である． 

 このような状況から，舞踊動作の習得支援を行う

研究が生まれてきた．習得支援に関する研究は，学

習プロセスにおける「修正」に対する支援と「模倣」

に対する支援が行われている．  

「修正」に対する支援では，田端らが行った，簡

易舞踊稽古システムの開発に関わる研究[2]がある．

この研究では，現在の学習者の映像とお手本による

ビデオ映像の差異をリアルタイムで判別し，動きに

大きな相違点があれば瞬時に体の各部位に装着した，

触覚デバイスに信号を送り学習者に知らせるシステ

ムの提案がなされている．論文内ではその中におけ

る足部の表示システムについて実装が行われていた． 

 また，高橋らが行った動作学習の支援に関する研

究[3]では，学習者が手本映像を見て，動作を模倣し

その映像をディジタルビデオで撮影し DP マッチン

グを行うことで，舞踊動作の採点を行う．この採点

した映像と，手本映像を重ねて投影し，繰り返し練

習を行うというものである． 

 「模倣」に対する支援では，石川らが行った研究

[4]がある．この研究では，３Dの人体動作モデルに

対し，先行した指示表示を付与することで，動作の

流れが直感的に把握可能になる教示手法の提案がな

されている． 

 これら舞踊習得に関する研究は，直接指導での「修

正」や「模倣」を支援する研究であり，「指導」を支

援する観点からは見られていない． 

本研究では，地域伝統舞踊の直接指導における指

導者の減少による舞踊学習への時間的・空間的制約

が強まる問題に対し，いつでもどこでも学習を行う

ことの可能な舞踊学習支援コンテンツの開発を目指

し，解決を行う．先行研究[5]の調査では，舞踊学習

において，腰部動作の習得が舞踊の上達に深く関連

し，また，習得が困難であることがわかっている．

これは重心移動の理解・把握が困難であるために生

じる問題である．重心移動は，表面的な動作ではな

く，感覚的・内部的な動作であるため，把握・理解・

実践が困難である．そのため舞踊指導者は，直接的

に重心移動を指導するのでなく，別の表面的な動作

を指導することで，間接的に重心移動の理解を促が

していた．そこで本研究は，この舞踊の「指導」プ

ロセスに着目し，間接的に重心移動を理解するため

に必要な表面的な動作に対し，コンピュータグラフ

ィックスを用いることで，直感的な動作把握が可能

となる表現手法の提案を行う．これにより，重心移

動動作の学習における「指導」プロセスを支援する．  

 
２． 舞踊学習に関する調査 

 本研究を行うにあたり，従来の舞踊学習法である，

直接指導と映像教材による学習の調査を行った．こ

れらの学習の利点と問題点を具体化することで，解

決手段の検討を行う． 

 

２．１． 映像教材による独習実験 

 映像教材を用いた独習は，習得が困難である部位

や具体的な要因の発見を目的としたものである．実

験には「DVD で覚える：こきりこ」[1]を用いた．

これは富山の伝統舞踊「こきりこ」を独習するため

に作成されたもので，一般的な舞踊学習教材の一つ

である．この映像教材を用いて被験者６人（対象と

する舞踊を見たこと，踊ったことがない大学生）に
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対し，下記の手順で実験を行った． 

（1） 1日 30 分～1時間，舞踊学習 DVDを使用
し，舞踊の独習を行う 

（2） 1日の終わりに，その学習成果として，正面，
側面からビデオ撮影を行い，実験映像とす
る（図 1） 

（3） 被験者がこれ以上，舞踊の上達が望めない
と判断したら実験を終了する（5~6日間） 

 

 
図１：独習実験映像 

 

 これらの実験映像を舞踊指導者に見せ，一日ごと

の被験者の舞踊動作に対する完成度を部位別に分け

算出した．この完成度は，舞踊動作の完全な習得を

100％としたとき被験者の動作は何％にあたるかを

舞踊指導者の主観評価によって表したものである．

図 2 は被験者６人の平均をグラフに示したものであ

る． 

 指導者の評価では，学習者は舞踊完成度約60％ま

で独習を行うと舞踊完成度を向上することは困難で

あるとの見解を得た．映像教材による学習が舞踊完

成度 60％より向上しない原因として，不十分な腰の

動作の学習が挙げられる．舞踊動作における腰の動

作は重心の移動であり，非常に重要な意味を持って

おり，腰の動作の完成度が高くならなければ，全体

の完成度が上がらない．図２からは，腰の動作の完

成度が低く，習得が困難であることが読み取れる．

また，指導者から，特に腰の上下運動が習得困難で

あるとの意見があった．これは，学習者が映像教材

による学習では腰の動作情報を読み取ることが困難

なために，重心の移動の習得が不十分であったと考

えられる．  

 

 
図２：映像教材による独習の各部位の完成度比較 

 

２．２． 直接指導現場の調査 

 直接指導現場の調査では，実際に直接指導を行っ

ている現場に赴き，その直接指導の方法を取材，調

査した（図 3）． 

 
図 3：直接指導現場 

 

 直接指導の際，その多くの指導は腰の動作・重心

移動についてであった．これは，腰の動作が舞踊全

体の完成度に関わってくる重要な動作であるためで

ある．重心とは，工学的な重心ではなく，指導者の

意識として「腰を置く場所」である．また，多くの

学習者が習得しづらい動作部位であるとの見解でも

あった．これらのことから，直接指導であっても，

腰の動作の習得は困難であることがわかる． 

 また，腰の動作である重心移動の指導方法として，

上半身の体の向き（胸の向きと腰の向き）の関係を

指示することで，関節的に理想の重心移動の指導を

行っていた． 

 

２．３． 舞踊学習についてのまとめ 

これらの調査結果から，映像教材による独習では，

腰の上下運動の習得が困難であったことがわかった．
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また，直接指導では，表現が困難である重心移動に

対し，上半身の体の向きを教示することで，間接的

に重心移動の理解を促がしていたことがわかった．  

 

３． 提案手法 

 前節の結果から，次の2つの手法を提案する． 

・ 腰の高さ情報を提示する表現手法 

・ 上半身の向きによる重心移動の理解を補助 

する表現手法 

これらの手法は，直接，腰部動作における重心を

表すものではなく，これらの動作を習得することで

関節的重心移動を理解することが可能な動作表現手

法である．提案手法は３Dモデルに適用し学習に用

いるものとし，モデルに依存しない付加的な表現を

目指す． 

 
３．１． 腰部高さ情報提示ディスク 

映像教材を用いた独習実験では，学習者は特に腰

の上下運動の習得が困難であることがわかった．そ

こで，腰の高さの情報を提示し学習を支援する表現

手法を提案する．これにより，映像教材では読み取

りづらいために習得すことが困難であった腰の上下

運動に注意を促がし，腰の動作を理解することで，

理想的な重心移動を間接的に理解することが可能と

なる． 

本手法は，腰部にディスクを設置し，上下運動の

情報を明確に提示する．また，腰部初期位置に半透

明のディスクを表示することで，学習者が初期位置

よりも，現在どの程度上下しているか，判断するこ

とが容易となった（図4）．また，提案手法を適用し

たモデルを連続画像で示す（図 5）． 

 

３．２． 上半身の向きの情報提示表現 

直接指導現場では，上半身の向きを揃える指導を

行うことで，間接的に理想的な重心移動の理解を促

がしていた．この指導により，学習者は舞踊完成度

を向上させていたことから，上半身の向きは，腰の

動作である重心移動に密接に関係し，舞踊完成度を

高める重要な要素であることがわかる． 

そこで本手法は，上半身の体の向きを胸の向きと

腰の向きで示す（図6）．この要素を，どの視点から

でも，体の向き（ひねり）が把握可能になるように

表現をモデルの周りに箱状に配置した（図 7）． 

 

 
図 4：腰部高さ情報提示ディスク 

 

図 5：提案手法を適用したモデル 

 

上の箱は，正面の角を胸部の向きに合わせ表示を

行う．下の箱も同様に，腰部の正面を角に合わせ表

示を行う．また，腰部の向きから胸部の向きがどれ

程ひねられているか明確化するために，腰部の方向

を基準とする赤い表示を配置した．提案手法を適用

したモデルを連続画像で示す（図 8）． 

 

４． 評価実験 

前節で提案した腰部高さ情報提示ディスクにおけ

る学習の有効性に対する評価実験を行った．また，

上半身の向き情報提示表現では，指導者に意見を求
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め学習効果について評価を行った． 

 

  
図 6：上半身の向き     図 7：提案手法 

 

図 8：提案手法を適用したモデル 

 

４．１．腰部高さ情報提示ディスクの評価実験

（１）実験手法 

評価実験には，富山の伝統舞踊「こきりこ」を用

いた．被験者は 2名（被験者A，被験者Bとする）

で以下の手順で舞踊を独習し，それぞれの過程にお

いて，モーションキャプチャから腰の高さの変位デ

ータを取得した． 

１） 舞踊学習DVDを用いて対象とする舞踊の

独習を行う（独習①）． 

(ア) 被験者は 1日，30分～1時間の独習 

(イ) 被験者がこれ以上舞踊に上達が望めな

いと判断したら実験を終了（5日） 

２） 映像教材のみで独習した腰の高さの変位

を取得 

３） 腰部高さ提示ディスクを用いた「こきり

こ」を独習（独習②）  

(ア) 被験者は 1日，30分～1時間の練習を

行う 

(イ) 被験者がこれ以上舞踊に上達が望めな

いと判断したら実験を終了（5日） 

４） 映像教材と腰部高さ提示ディスクで独習

した被験者の腰の高さの変位を取得 

これらの手順で取得したデータと舞踊指導者の腰の

高さの変位データを比較し評価を行った． 

（２）評価結果 

独習①の過程で取得した，被験者Ａ・Ｂの腰の高

さの変位データと，独習②の過程で取得した腰の高

さ提示ディスクを用いた学習を行った被験者Ａ・Ｂ

の腰の高さの変位データを図９～図 1２に示す．ま

た，舞踊指導者の腰の高さの変位を図１３に示す．

図中の中央の太い横線は腰の高さにおける初期位置

を示している． 

映像教材のみで学習を行った被験者の腰の高さの

変位は初期位置を基準に上下に運動していることが

図９，図１１から見て取れる．しかし，舞踊指導者

の腰の高さは初期位置よりも下になっている．ここ

から，映像教材だけでは，腰の高さの習得が困難で

あることが言える． 

映像教材で独習を行った後に，本表現手法を表示

した映像教材を使用し独習を行った被験者 A・Bの腰

の高さの変位をグラフに示したものが図１０，図１

２となる．腰部高さ情報提示ディスクを用いて独習

を行うことで，舞踊指導者と同様に腰部の高さが初

期位置よりも下になっていることがわかる．また，

初期の腰の高さから独習①，独習②の腰の高さの平

均を引いたものと，舞踊指導者の腰の初期位置から

舞踊の腰の高さの平均を引いたものを示したものが

表１である．被験者Ａ・Ｂとも，独習②では腰の高

さが平均的に下がっていることがわかる． 

これにより，腰部高さ提示ディスクを用いた独習

では，腰の高さの学習に有効性があることが示せた． 
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図 9：独習①の被験者Ａ 図 10：独習②の被験者Ａ 

 

 

図 11：独習①の被験者 B 図 12：独習②の被験者 B 

 

 

図 14：舞踊指導者（お手本データ） 

 

表１：初期の腰の高さと各過程の腰の高さ（cm） 

 独習① 独習② お手本 

被験者A  +1.1 -0.83  

被験者B -0.49 -7.16  

指導者   -1.85 

 
４．２．指導者による上半身の向きの情報提示表

現における評価 

舞踊指導者の主観的評価では，上半身の向きの情

報提示表現法に対する腰部と胸部のひねりが，間接

的に重心の移動を表現しているとのコメントを得た． 

また，上半身における胸部と腰部の方向を示す表

示が直感的に示しめしていることで，習得における

動作表現手法として有効であることが確認できた．  

５． おわりに 

 本稿では，地域伝統舞踊の学習における，「指導」

に着目し，学習の中でも特に習得が困難とされる腰

の動作（重心の移動）に対して，他の動作から，間

接的に重心移動の理解を促がす舞踊動作表現手法の

提案を行った． 

 映像教材による学習を調査した結果から，腰の高

さ情報を提示し，上下運動の容易な習得を行うこと

で，間接的に重心移動の理解を表現する手法の提案

を行った．手法に対し，評価実験を行い，上下運動

の習得に有効性があることが確認できた． 

 次に，直接指導現場の調査から，上半身の向きに

注目した，重心移動の理解を補助する表現手法の提

案・実装を行った．舞踊指導者による評価では，動

作表現が有効であるとのコメントを得た． 

 今後の課題として，上半身の向きの情報提示表現

を用いた学習実験を行い，その手法の有効性を検証

することが挙げられる． 
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